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X15a 極めて強い電離光子放射を示すライマンα輝線銀河の分光赤方偏移確認
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宇宙再電離の光源として初期宇宙の原始銀河が有力視されている。一方、銀河の電離光子放射率はこれまで十
分に測定されていない。そこで私たちのグループは、z ∼ 3銀河の電離光子探査を精力的に行なってきた。特に、
すばる望遠鏡主焦点カメラによる原始銀河団 SSA22のライマンブレイク銀河およびライマンα輝線銀河 (LAE)か
らの電離光子探査（2008年秋季年会X12a; Iwata et al. 2009）では、17個もの銀河から電離光子の検出に成功し
た。中でも一部の LAEは、非電離紫外光よりも電離光の方が強い、すなわち、Fν900/Fν1500 > 1という、従来の
銀河スペクトルモデルでは考えられない「青さ」を示していた。
本講演では、この異常に「青い」LAEの赤方偏移が確かに 3.1であることを示す。問題の LAEのこれまでの分

光観測は、観測波長範囲が狭かったため、4970 Åに強い輝線を確認したものの、z = 1–2の AGN輝線の可能性
を排除できず、確かにそれが Lyαで、z = 3.1であるとは断定できなかった。そこで、VLT/VIMOSによる深い
分光観測を行い、4000–7000 Åの範囲に強い輝線は 1本しかないことを確認した。この輝線が z = 3.1の Lyαで
あることが強く示唆される。また、狭帯域フィルターで得た輝線画像は空間的に広がっており、このことからも
low-zのAGN輝線という可能性を排除できる。
今後は、この LAEの異常な「青さ」を解釈する必要がある。観測された「青さ」は、種族 III星のモデルスペク

トルとほぼ同じであるが、銀河間媒質の吸収を考えると、単純な種族 III星モデルでは説明できないと思われ、さ
らなる検討が必要である。いずれにしても、z ∼ 3 LAEの少なくとも一部は、これまで考えられていたよりずっと
多くの電離光子を放射していることが明らかになった。宇宙再電離モデルへの影響も今後検討する必要があろう。


